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〈研究 ノー ト〉

ロ ジス テ ィク ス と物 流

その概念の誕生 と発展

中 田 信 哉

は じ め に

平成5年 度 の 日本 物流 学 会 全 国大 会 の シンポジウムにおいて 「物流 と

ロジステ ィクスはどう違 うか」 とい う議論 が フロアーを巻 き込 んで行な

われた。 これまで にない活発 な意見が盛 んに出 され,結 論 は もち ろん,

っ か な か った わ けで あ るが こ う した大会 には例 のない盛 り上が りを見せ

C1)
た ので あ る。

そ の後 の理 事 会 に お いて,こ れ もまた異 例 で あ るが学 会活 動 と して研

究 グループを作 りこの問題 を研究 し,平 成6年 度 の全 国大 会 で 発表 して

ほ しい,と い う要望 が 出 され私,中 田が理 事 と して それ を担 当 し,研 究
(2)

グループを構成 した。

現在(平 成6年1月 まで),研 究 グル ー プで は調 査,研 究 を行 な って きて

い るが その方 向 としては次 の二つの方法 が とられて いる。

(1)こ れ まで の内外 の学 者,研 究 者 に よ る ロ ジス テ ィク スお よび物流 に

ついての見解 の整理をす ること。

② 国内の企業 にヒア リングを行 ない,企 業 と して物 流 とロ ジ ステ ィク

スを ど う区別 し,実 際 の企 業 活 動 に反 映 させ て い るかを整 理す るこ

と。

私 自身 もこの問題 につ いて は前か ら興味 を持 ってお り,個 人 的 に も研

究 を行 な って い た もので あ り,み ず か らの 見 解 の発 表 を した こ とが あ
C3}

る 。
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こうしたことか ら・未だ正式には発表 していないが私 としてはある仮

説を持つに至 っており,一 部の学者たちか らは非公式な同意を得ている

ためにここでその基本 となる考え方を申 し述べたいと考え署
。

本論 で言 いたい ことは簡単 に要約 す ると次のよ うになる。

「物流 とロジステ ィクスは本来,別 の概 念 で あ る。 しか し,日 本 に物流

(物的流通)な る概 念 が ア メ リカに お け る フ ィジカル ・デ ィス トリビュー

シ ョン(PhysicalDistribution)の 訳 語 と して導 入 され て きて以 来
,物 流 と

い う概 念 は 日本 独 自の形 で解釈 され,言 葉 と して使 わ れ て きたた め にア

メ リカ とは別 の形で展 開を して いる。 したが って,ア メ リカで言 われ る

ロ ジス テ ィク スは日本 にお いては アメ リカとは違 った形で理解 されねば

な らない。 ただ,既 に物流 と ロ ジス テ ィク スは 言葉 ,概 念 と して一 般 に

普 及 して きて い るためにその違 いを明確 にす る必 要 があ る。物流 は経

済・経営 にお ける一っの領域 機能 と して理解 し,ロ ジス テ ィク スは企

業 が 物流 に対 応す るための0っ の考 え方,理 念,エ ンジニ ア リングの方

法 と して位 置付 けるのが よい。 日本 とアメ リカで ロジステ ィクスという

ものの解釈 に差 が出て きたのは物 流が 日本 において認知 され た時のその

概 念 の構成 にアメ リカ との大 きな違 いがあ ったためであ る と考 え られ

る」

以下,こ こに至 った思 考 の過 程 につ いて述べてい きたい。

日本への物流概念の導入

日本に物流概念が導入 されたのは昭和30年 代のことである。 このあ

くらラ

た りの事情 につ いて は既 に述 べた。

問題 は日本 において物流概念 が普及 す る時 にその考え方 と して 「各種

活動 の結合体」 と して理解 した ことであ る。それは商品の生産か ら消費

に至 る過程を流通(デ ィス トリビューシ ョンDistribution)と して理解 し,

そ の流通 過 程 で行 わ れ る各 種 の活動(流 通活動)の うち物 理 的 に商 品(物

財)を 扱 う活 動 を取 り上 げそ れ を結 合 した ものが物流だ と した,と 考 え
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られCs)。

そ の活 動 とい うの は 「輸 送 ・配 送」「荷役」「保管」「在庫管理」「包装」

「流通加工」「物流情報処理」な どで ある。 もちろん,流 通 活動 とい う も

のが存 在 す る とい うことは前か ら認識 されていた。 ただ,そ れ らの もの

の うち複 数 の活動 を結合す ることによ って ある概念が生 れるとい う考え

方 はそれ まで,な い。

この よ うに物 流 概 念 が一 般化 した時期 に次 の二っの考え方 が導入 され

ようとしていた。

(1?シ ス テ ム化 志 向

(2)イ ンテ グ レー シ ョン志 向

シス テ ム化 とい うのは政府 の商業(流 通)政 策 と して採 用 され た もの

で あ る。昭和43年 に発 表 され た通 産 大 臣 の 諮問 機 関 であ る産業構造審

議会流通部会の第7回 中 間報 告 「流 通 シス テム化 について」 がそれであ

る。これ以来,昭 和50年 代半 ば まで この シス テ ム化 行 政 は通産省 の流通

行政 の中核 とな った。 この内容 および経過 は既 に多 くの取 りま とめが行
(7)

な われ て い る。

こ こで は流 通 シ ス テムを多 くの活動 の結合体 であ る,と い う取 り方 を

して い る。 そ れ は システム とい うものを 「相互作用関係 にあ る諸要素 の

結合体である」とい うように理解 し,「流 通 に関与 す る諸 要素 を,有 機 的

に関 連 づ けて シ ステ ム結 合 しよ うとす ることが,こ こにお いて 目論 まれ
(8)

る」必要があるというのである。

その諸要素 というのは 「物資要素」「制度体要素」「機能要素」「地域要

素」が上げられている。 このうち,機 能要素 というのが各活動ベースと

されているものである。流通 システム化 というのは行政施策 として見た

場合,物 流が中心であるべ くもな く,そ れよりも流通過程における企業

間の関係に本来は重 きが置かれているはずであるが実際の流通形態を上

げて言う時には物流活動が表面に出て くる。か くして一般の理解では物

流をシステム的発想でとらえるようになったと考えたい。
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また・既 に昭和30年 代 初 め に平 原 直 な ど は駅 頭 に お け る荷役 の研究

を行な ってお り・荷役 におけるエ ンジニア リングとして ドイ ツで当時言

われていた 「イ ンテ グレー シ ョン(lntegration)」 とい う概念 を取 り入 れ

て い る。 イ ンテグ レー ションとい うのは荷役のそれぞれの活動 を個別 の

もの と考 え るので はな く,荷 役(マ テ リァル ス ハ ン ドリングMaterials

Handling)を 構 成 す る もの を多 くの要 素 に分 け
,そ れ らの結 合 体 と して

荷 役 とい う ものを再構成 しよ うとい う新 しい考 え方であ る。 この思想 は

当時,荷 役 の研究 者 の間 で は一 般 化 しっっあ ったとい曾
。

この平原直という人が当時の物流の初期において大きな存在だ
ったこ

と,ま た,物 流(当 時は物的流通)と いう言葉が初めて政府の公式文書に

載せられた時にその言葉の選択において関与した人であったことを考え

るなら物流にシステム化概念に近いインテグレーションの考え方が介入

ロの
した ことは疑 い もない。

これ は正式 にそ うい うことになったので はな く
,自 然 と人 々 の意 識 が

物 流 とい うの は諸要素 の結合概念 である,と い うよ うに浸 透 し
,定 着 し

た もので あ る とい うべ きであろ う。 これにっ いて は多 くの研究者達が そ

の検証 を行 うことな くごく自然 に物流 を構成 す る活動 と して 「輸送」「保

管」「荷役」「包装」 「流通加工」 「物流情報処理」 をその著書 で上 げてい

(I1)

ることで理解で きる。

物流 とい うものの概念一一一アメ リカにおいて

ところが 日本 にはその訳語 と して導入 され たアメ リカでい う物流

フィジカル ・ディス トリビューシ ョン(PhysicalDistribution)に は もと

もと,シ ステ ム化 や イ ンテ グ レー シ ョンでい うところの 「結合概念」 と

い うものは存在 しない。 それ はこう した分野 の先駆者 であ るシ
ョー(A,

W,SHAW)や ク ラー ク(F ,CLERK)の 研 究 を見 る と分 か る。彼 等 の研 究

に よる1900年 前半 に お い て物 流 概 念 は確 定 された。 そ こで は明 らか に

物流 とい うのは経済 の一機能 あるいは一領域 と して設定 が されて いる
。
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図_1シ ョーの企業経営活動繍
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ここで はシ ョーとクラークの流通 の構成 を上げて見 たい。

まず,シ ョー は1915年 発 表 の論 文 にお いて企 業 の経 営 活動を 「生産活

動」「樋 活動」「促進活動」 の三 つに分1ナて い る・ この うち{」IL(12)活動 を

更 に 「需 要 創 造 活動 」 と 「物的供給活動」 に分 けてい るのである。

こう した考え方 は クラー クも同 じで クラークの場合 は流通機能 とい う
(13)

ものを 「交換機能」「物流機能」「補助機能」 に三分 している。 クラーク

の場合 は当初,物 的供 給 機 能 とい って いた のだ が,そ れ は シ ョー の場 合

と同 じで あ り,そ れが1942年 の版 で は物 流機 能 とな って い る。



52商 経 論 叢 第30巻 第1号
(253)

図一2ク ラークの流通機能券獲
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いず れ にせ よ,物 流(物 的流通)と い う言葉 が生 れ たの は この時期 であ

り・ それ はシ ョーに しろ クラークに しろ,活 動 な い し機 能 とい う見 方

を して いるわけであ りaそ こに は結 合 と い う考 え方 は一 切ない
。 当時の

アメ リカにお いては 「デ ィス トリビューシ ョン」 とい う概念 と 「マ_ケ

テ ィング」 とい う概 念 は明確 に別 れてお らず
,そ れ が マ ー ケ テ ィ ングを

して企 業 の経営 のための ある志 向性 を示 す ようにな ったのは1950年 代

(147

か らであると思われ る。

もちろん・現在 で もマ ーケテ ィングという概念 はマ クロ
,ミ ク ロの双

方 を含 む もの で あ る,と い う理 解 はあ るの だが一 般 に マーケテ ィングと

い った場合 は企業経営 の指向性 あるいは企業 の市場 への対応姿勢 を示す

もの と して理解 されて いる。

その結果,日 本 にお いて はマ ー ケテ ィ ングを企業経営 的視点 と し
,そ

れ に対 して客観 的 な視点 を 「流通」 と呼ぶのが通常 であ る
。 そのために

流通 に関 して は 「流通経済」 とい う独 自の領域 を作 ることにな り
,そ の

流 通 の本 質 を 「生 産(製 造,栽 培,な ど)」 と 「消 費 」 との 間 に懸 隔(GAP)

が存 在 し・ その懸 隔 を埋 め るため の経済機能 を流通 と考 えるとい うよ う

(15)

に な って きて い る。
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しかるにその流通の一領域である物流に関 しては当初か ら 「多 くの活
(16)

動 を有意 に結合 した もので ある」 という理解 がなされていた。 しか し,

それ は物流 とい う概 念 と シ ステ ム化 とい う思想が登場 したのが同 じ時期

であ ったためにそ うな ったのであ り,こ こに混 乱 が 見 られ るの で あ る。

物 流 は明 らかに経済活動で あ り,経 済 の一 領 域 で あ る。 シ ステ ム化 とい

うの はそれ に対応す るための姿勢 方法,手 段 で あ る。

それ が同 時 に導 入 されたために物流 とい う概念 に結合 とい うものが含

まれた と考 え るべ きであろ う。 また,こ の こ とに つ いて はマ ー ケ テ ィ ン

グがやは り,同 じ時期(昭 和30年 代)に 日本 にお い て一 般化 した こと とも

関係 して くる。

特 に日本 において は当初,民 間 企 業 にマ ー ケ テ ィ ングの考 えが導入 さ

れ,そ れが マ ー ケ テ ィ ングの一 般 的 理解 として定着 してい くのだが,そ

れ は決 して マ ー ケテ ィングの本質論 に基づ くもので はなか った。 いわゆ
(37)

る マ ー ケ テ ィ ン グ ・マ ネ ジ メ ン トと い わ れ る もの で あ っ た。

マ ー ケ テ ィ ン グ ・マ ネ ジ メ ン トは 「ミ ッ ク ス(Mix)」 と い う考 え 方 が

強 く含 まれて し曙.そ れ ゆ え,マ ー ケテ ィ ング ・マ ネ ジ メ ン トは結合概
(19)

念であったわけである。

こういう事情が重 なって日本では物流 という概念 は結合概念であると

いう理解のもとに理論的にも実務的にも発達 してきたのである。

ロジステ ィクスの登場

しか し,ア メ リカ にお いて は もと もと,流 通(Distribution)は 結 合概 念

で はない。経 済 あ るい は経営 の一領域 であ り,一 機 能 で あ る・ と され て

い る。 ということな らばその機能 あるいは領域 に対 して企業が どのよ う

に対応 して い くか,ど うい う姿勢 を とるか,あ る い は どの よ うな方 法 で

対 処 す るか,と い う問題 が生 れて くる。 こ こに登場 したのが ロジステ ィ

クスとい う概念であ る。

ロジステ ィクスとい うのは もと もと,フ ラ ンス語 で の ロジ ステ ィー ク
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(Logistique)に お い て軍事 用語 で あ る軍 事物 資 や兵員 を前線 に対 して供

給 す る後方支援 を意味す る 「兵帖」という意味を持 ち込んだ ものであ り
,

そ れが英 語 の ロ ジス テ ィクス(Logistics)と な った
。

これ が ビ ジネ ス用 語 と して使 われ たの は判然 とは しな いが1950年 代

であろうかと想像 さ認 。

当初 は普通名詞 と しての ロジステ ィクスに ビジネス とかマーケテ ィン

グとい う言葉をつけて 「ビジネス ・ロジステ ィクス」 とか 「マーケテ ィ

ング'ロ ジステ ィク ス」 と呼 ん で い た
。 やがて,頭 の語 が とれて 「ロ ジ

ステ ィクス」 とな るわけであ るが この言葉の導入 はそれまで経営 の一領

域 あ るいは一機能 と考 え られていた 「デ ィス 団 ビューシ ョンのフ ィ

ジカルの部分」 に対 す る企業 の アプローチの姿勢 や考え方
,あ る いは そ

の テ クニ ッ クや エ ンジニア リングの必要性 を示 す ものであ る
。

この ことは丁度 日本 において 「システム化」 や 「イ ンテ グ レ_シ ョ

ン」 の概 念 が 持 ち込 まれ た事情 と似てい るよ うに見え る
。 アメ リカにお

いて も将来を考 え,戦 略 の必 要性 を感 じ,新 しい経 営 機 能 あ るい は経 営

領 域 のある部分 に対 す る思想 の必要があ った といえ るので はないか
。 こ

の こ と を伺 わ せ る事 実 もあ る。 そ れ は1960年 に ス タ ン レ ーH,ブ

リュー ワー(ワ シン トン大学)に よ って 「mク レマ テ ィク ス(Rhochre -

matics)」 とい う概 念,言 葉 の提 唱 が行 なわ れ た の で あ る
。 この言葉 は一

時期,普 及 し,話 題 を呼 ん だ が やが て ロ ジステ ィクスとい うものの中 に

埋没 した。 しか し,こ の言 葉 の誕 生 は その時 期 に新 しい概念 が必要 とさ

れる事情があったことを物語 って認 。

この1950年 代 と い う時期 は前 述 の よ うにあ る意 味を持つ時期で もあ

る。 それ はマ クA,ミ ク ロを含 ん だ トー タル な概 念 で あ ったマーケテ ィ

ングにおいて企業経営 と してのマーケテ ィングである 「マネ ジ リアル .

マ ーケ テ ィ ング」 の考 え方 が確立 した時期 であ るか らである
。

企業経営 にマーケテ ィングの思想が明確 な形 で取 り入れ られた時 にロ

ジステ ィクスとい う概念 もまた,導 入 され始 め た ので あ る。 企 業経営 に
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おけるマーケテ ィングとい うのはそれまでの縦 に位 置付 け られ る制度 的

な経営の領域,あ るい は機 能(機 能を実現す るための活動)に 取 って代 わ る

もの で は ない。

生 産 や販売,調 達 や財 務 とい う領 域 や機 能 は存在 しつっ,そ れ に対 し

て横 の フ ァンク シ ョナ ルな切 り口と して存在す る ものである。 したが っ

て,現 在 で も企業 と して は部 門 と して は生産部 門,販 売 部 門,な ど とい

うもの を保 有 しっ っ,経 営 的 な アプ ローチ,思 想 と して マ ー ケ テ ィ ング

を採 用 して いるのであ る。

ロジステ ィクスも同様 であ ったろ う。 これ は経営組織論 における一つ

の変化期 とも合致す る。経営組織論 において 「マ トリックス組織」 とい
(22)

うものが提唱 されたの もこの時期で ある。

つ まり,マ ー ケ テ ィ ングや ロジ ステ ィク スは図一3の よ うに理 解 す る

とよ い。

結 語

以上 のよ うに解釈 す ることによって物流 とロジステ ィクスは以下 のよ

うに理解すべ きもの と考 え られ る。

物流 は企業 にとって はその一領域 あ るいは一機能(そ の機能 を実現す る

活動)と して存 在 す る もの で あ り}ロ ジス テ ィクス はそ の物 流 お よび他

の経営領域,経 営機 能 を総 合 的 に結 合 した経 営 に対 す るアプローチの思

想あ るいは技術 を意味 す るものである。

アメ リカにおいて はそのよ うな形 で ロジステ ィクスの理論 は発展 して
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きた。 と ころが 日本 にお いて は物 流 とい う言葉 ,概 念 が導 入 され た当初

か らそ こには多 くの活動 を結 び付 けた結合概念,あ るい は結 合 の エ ンジ

ニ ア リング とい う意味 を持 っていた
。更 に物流 とい う機能 の及ぶ その範

囲 も 「調達物流」 「販売物流」 「生産物流」 「回収物流」 な どアメ リカの

フィジカル ・デ ィス トリビュー ションには含 まれ ない領域 もカバーす る

(23)よ う
にな って きて いた。

誤解 を恐 れずに言 ってみ るな らば 日本 にお ける物流 はアメ リカで言 う

フィジカル ・デ ィス トリビュー ションとは違 ってむ しろ,ロ ジス テ ィ ク

ス に近 い概 念 と して 「領域,機 能 とその ア プ ロー チを含 ん だ」形 で発展

していったのである。

したが って,ア メ リカで は ロ ジステ ィ クス はエ ンジニア リング として

位 置付 け られているの に対 して 日本 ではエ ンジニア リングも含 あた概念

であ る物流 とロジステ ィクスを区別す るためにそれを 「戦 略物流」 と訳

した りす るのであ る。

か くして・ 日本 にお いて はロジステ ィクスな る概念 は既 に導入 され,

確立 し,企 業 経 営 で普 通 に使 わ れ る言 葉 と しての マーケテ ィングと同 じ

ように位置付 け られ るので はないだろ うか。物流 とい う言葉 ,概 念 と ロ

ジ ステ ィク ス とい う言 葉,概 念 とが併 存 す る状 態 が続 くと思 われ る。

注

(1)平 成5年 度 日本物 流学会 全国大 会 は平 成5年(1993年)7月27
,28,29

日の3日 間,専 修 大 学 にお いて 統一 テ ー マ と して 「ロ ジス テ ィ クス と

ネ ッ トワー ク形 成」 を掲 げて行 なわれ た。

(2)研 究 グル ープの メ ンバ ーは中 田の ほか に小川智 由(文 京 女子大)と 橋

本雅 隆(東 京 文化 短大)の 三人 で あ る。

(3)『 ロジス テ ィクスへの評価』 中田信 哉 「戦 略 的物 流 の構図」(白 桃書 房

昭 和62年6月)

(4)例 えば 前記 物 流学 会全 国大会 で発表 を行 った杉 山武 彦m大 教授 や 前

記小 川智 由文 京大 学助 教授 な どと は事前 に打 ち合 わせ を行 ない}物 流 を

経済 あ るい は経 営 の一 領域 あ るいは一一機 能 と して理解 す る,と い うこ と
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な どで あ る。

(5)中 田信 哉 「『物 的流 通』 な る言葉 の誕生 時の事情 」神 奈川大学 経済 学会

「商経論叢 」VOLXX1985,1

(6)多 くの識 者 が物 流 を説 明す るの に物 流 の構 成 要素 と して 「輸送 」 「保

管」「荷 役」 な どを取 り上 げそれ らの組 み合 わせ と して物流 を説 明 してい

る。 これ は昭和50年 代 に発表 され た物 流概論 な るもの に共通 の傾 向で あ

る。

(7)も っ とも適 切 なの は林 周二 ・田 島義 博編 「流通 システ ム」(日 本経 済新

聞社)で あ る。 この第1版 は昭和45年8月 に第2版 は昭和51年12月 に

出版 され て いる。

(8)こ れ は前掲 「流通 システ ム」第2版 の林周 二 「流通 システ ムの今 日的意

義」 の中 で産 構審 の答 申の解説 と して述べ られて い る。

(9)中 田前掲論 文

(10)当 時 の理解 で イ ンテ グ レー シ ョ ンは荷 役作業 の連 結 の意味 で理解 され

て いた と思 われ る。 人 手 によ る肩荷役 をな くす ため に機械化 を進 め,そ

の ため に作業 間 の連結 の思 想 が必 要 であ った,と い う ことで あ る。

(11)こ れ は(6)と 同 じ理 由 によ る もので あ る。例 え ば 日通 総研編 「物 流用

語 辞典」(日 本 経済新 聞社S51,2)で は物流 について 「製 品を物理 的 に最

終需要 者 に移転 す る活 動 を いい,具 体 的 に は包 装,荷 役,輸 送,保 管 およ

び通信 の諸活 動か らな る。(中 略)こ れ ら諸 活動 の相互 関係 を整理 し,一

つ の有機体 あ るい は システ ム と して管 理 して い く必要 性 か ら生 まれ た概

念 で あ る」 と説 明 して い る。

(12}ArchW,ShawSomeProblemsinMarketDistributionHarvard

UniversityPress1915丹 ド博文 訳 「市場流 通 に関 す る諸 問題」 白桃書

房1993,9第2版

(13)FredE.Clerk,CavieP.ClerkPrincipleofMarketingUnitedStates

ArmedForcesInstitute1942

(14)AMA(ア メ リカ ・マー ケテ ィ ング協 会,実 際 は全米 マーケ テ ィ ング学

会 とい う方 が よい と思 え る)で は 「マ ーケテ ィングとデ ィス トリビュー

シ ョンは同義 で あ る」 と して いた。

(15)こ れ につ いて は 日本 の流 通 に関 す る普通 の理解 で あ る。 ただ し,こ の

懸 隔 を幾 っ に分 け るか で は議 論 が あ ると ころで あ る。例 えば 田島義博編

著 「流 通読 本」(東 洋経 済新報 社S52,1)で は所有権 の移転(売 買)}物

理 的 な移転(物 流)と し,さ らに物理 的 な移 転 を場 所的 な移転(輸 送)と

時 間的 な移転(保 管)に 分 けて い る。

(16)物 流 を流 通 の一 部 と考 え,流 通論 的 な接 近 を試 み た例 は少 な い。 唐 沢
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豊 「物流 システ ム入 門」(現 代工 学社S51,1)で は物流 をその領域 と内

容 に分 け,そ れへ の ア プロ ーチ方 法 に よ って物 流 や ロジステ ィクスを説

明 して い るが こ うい うの は稀 で あ る。

(17)そ れは 日本 にお け るマー ケテ ィ ングの一 般 へ の 普及 が広告 代理 店,店

頭事務 機 メー カーな どの販売 促進 のた め に使 われ,そ れに よ って主 に消

費財 メー カー一にお いて採 用 され た ところか らで あ るためで あ る。 日本企

業へ の マー ケテ ィ ングの導入 につ いて は田中利 見 『日本 的 マ ーケ テ ィ ン

グ戦略 の構 図』 日経流通 新聞編 「流 通現代 史」(日 本 経済新 聞社1993,

4)で 述 べ られ てい る。

(18)マ ーケ テ ィ ング ・マ ネジ メ ン トにお いて はマ ーケ テ ィ ング ・ミックス

とい うものが基 本 にあ り,更 にその 中で もプ ロ ダク ト ・ミック ス,チ ャ

ネル ・ミックスfプ ロモー シ ョン ・ミックス,メ デ ィア ・ミックスな ど

が存在 す る。

(19)結 合概念 とい うことにっ いて は上 沼克徳 『マ ーケテ ィング』 神 奈川大

学経 済学部 編 「経済学 ・商学 を学 ぶ ため に」(新 評 論1992,10)で 「例

えば 『販売 活 動 に先立 って考慮 に入 れ な ければ な らな い諸要 素 の結 合』

(R.バ ー テル ス)と い った考 え方 の ことで あ る」 とい う様 な形 で マー ケ

テ ィング概 念 を説 明 して い る。 これ は一般 的 な理 解で あ る とい え る。

(20)中 田前掲 書,梶 田 ひか る 『定義 にみ る ビジネ ス ロジステ ィク ス』日通総

合研 究所 「季刊 輸送 展望」(1993,冬 号)でr1960年 代 にな ると 『ロジ

ステ ィクス』 とい う用 語 を使 用 した文献 が随所 に見 られ るよ うにな る」

と述 べ て いるが 「1950年 代 に物 流研究 が盛 ん にな った」 と言 って い る。

(21)ロ ー ク レマテ ィク スは造語 で あ り,ト ー タル概念 で あ り,Rhoが 「流

れ」,Chremaが 「物質 」,icsが 「科学,学 術」 を示 す ギ リシ ャ語 で あ る。

tは 言 葉 の関係 で挿 入。 「資材 の流 れ の科学 的管 理」 の意味 で あ る。

(22)マ トリックス組織(MatrixOrganization)は1970年 頃 か ら企業 で採

用 されて きた組織 で あ るが企業 の組織 を職能(機 能)別 組織 と製 品別 あ

るい は プロ ジェ ク ト別 組織 を組 み合 わせ る ことに よ って両 方 の機 能 の も

っ利 点 を共 に発揮 させ よ うとい うもので あ る。

(23)ア メ リカ に お い て はAMAは 物 流(フ ィジ カ ル ・デ ィシ トリ ビュー

シ ョン)を 「生産 の段 階か ら消費 または利 用 に至 るまでの財貨 の移 動 お

よ び取 り扱 い を管 理 す る こ と」 と して い る し,CLM(ア メ リカ ロ ジス

テ ィクス協会)の 前身 で あ るNCPDM(ア メ リカ物流 管理協 会)で は物流

(フ ィジカル ・デ ィス トリビュー シ ョ ン)を 「製造 業 と商業 にお いて生産

ライ ンの終 わ りか ら消 費 に至 るまでの完 成品 の効 率 的 な移 動,あ る いは

原材 料 の供 給地 か ら生 産 ライ ンの始 ま りまでの移 動 に関 す る広 範 な種 々
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の活動 に使 用 され る用語 で あ る」 と して い るが このNCPDMの 定 義 は消

滅 した と思 われ る。 なお,CLMが 決 めた ロジステ ィクスの定義 は 「ロジ

ステ ィクス とは顧客 の要求 に適合 させ るためにY商 品,サ ー ビスとそれ

に関連 す る情報 の発 生地 点 か ら消 費地点 に至 るまで の フ フロー と保 管 を

直接 的,間 接 的効果 を考慮 して計 画,実 施,統 制 す る ことであ る。この定

義 に は入 出荷,社 内外 で の移 動 を含 む」とな って い る。物流 は 「完成 品 の

生産 か ら消費(利 用)ま で」を言 い,ロ ジステ ィクス は 「調達,生 産 を も

含み,物 流 はロ ジステ ィクスの一構成 要素 で あ る」 とい う言 い方 もされ

るがNCPDMの 定 義 を見 る とそ うとも言えず,更 に 日本 にお いて は物流

は よ り広 い範囲 を持 って い るよ うで あ りf例 えば一企 業 で の物 流 は完 成

品(製 品)の 販 売 チ ャネル過 程 の問題 で あ る と して も物流 を社会 的見地

か ら見 て い くな ら一企 業 の調達 も他企 業 の物流 であ る,と 言 え る ことか

らこの範 囲論 は苦 しい。 む しろ,ロ ジステ ィク スは企業経営 の立場 か ら

これ まで の物 流 に はな い新 しい 目的性 と方 法論 を持 った もの と言 った方

が よ いだろ う。
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